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序 文
森本厚吉(1877～1950年)は 、クリスチャンの経済学者で社会活動家で もあ
った。彼 は札幌農学校(北 海道帝国大学)を 卒業後、アメ リカのジョンズ ・ホ
くリ
プキンス大学に学び、帰朝後母校で教鞭 をとった。森本 は札幌農学校時代 に内





であ り、彼はそのため北海道帝国大学 を辞任 して東京女子高等学院(現 在の東
京文化学園)を 創設 している。また、森本は、大正九(1920)年 には、民衆へ
の啓蒙機関として文化生活研究会を組織 し、民主主義を信奉する基督教徒の出
版社 であった警醒社 に事務所を置 き、月刊誌 『文化生活』(1921年)を 刊行 し
くの
た。同会 は顧問に、吉野作造、有島武郎、賀川豊彦が名 を連ね、講師に姉崎正
治、与謝野晶子ら、二十数名の著名人 を招聘 し社会的反響 を呼んだ。
森本は、文化生活研究会 を組織 した大正二(1920)年 に吉野作造(1878～1933
年、東京帝国大学教授)の 依頼により、賀川豊彦 と共に上海 日本人YMCAに







川 と共に実現 した孫文 との会談 について紹介し、孫文研究におけるその歴史的
意義について分析することにする。
第一章、上海の森本厚吉
森本厚吉は、大正九(1920)年 に上海 日本人YMCAの 夏期講座の講師 とし
て中国に出向 くことになる。 この訪中は、友人の吉野作造の推薦によって実現
したものであ り、同行者 は賀川豊彦であった。吉野は上海 日本人YMCA幹 事
の内山完造(1885～1959年 、書店経営者)に 夏期講座の講師 を依頼されたので
あるが、所用が有 り森本 と賀川を内山に推薦 したのである。森本 と吉野 は互い
に基督教信仰 をもち、共 に大正デモクラシーの啓蒙運動の先駆者 として活躍 し
た同志である。当時、吉野 は 「民本主義」を唱 え、森本は 「婦人問題」 を取 り
上 げて啓蒙活動 を推進 していた。『吉野作造 日記』には屡々森本の名前が登場





教信仰で結 ばれた親友であった。その頃の賀川豊彦は、鈴木 に抜擢 され友愛会
の関西支部代表を務め労働運動を指導していた。帰国後、森本 と賀川は交友を
結び、賀川 は森本の文化生活研究会等の事業 を援助 している。内山の 『花甲
くむ
録』には二人が夏期講座 に招聘された経緯が記されている。
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森本 は、上海では時間の許す限 り市内を意欲的に見て回ったようである。彼
は、上海の日本人が不機嫌な表情をし、街角に遊郭 を造 り娼婦を置 く様 を見て
失望感 を抱いていた。帰国の翌年 に刊行 された月刊誌 『文化生活』創刊号 に
「私共の主張」を発表 し、その中で、彼 は上海での日本の施策に疑問を呈して
くらラ
い るの で あ る。
上海 は色々各國人がより多 く集 った処 であるが、その上海で私が調査 した
処によると、歩行 して居る日本人 は十人の内九人迄 は、しかめった らしい
顔をして居る。之に反して歐米人 を見 ると半分以上 はニコニコして歩いて
居 る。…。植民をするのに待合 を作 り娼妓 を置かなければ植民が出来ない
とは何たる事であるか、……
また、森本は、賀川 との親交 を中国で深め、先述 したようにその後の賀川 は
森本のよき協力者 になっていった。森本はわざわざ神戸 の貧民窟に賀川豊彦 を
訪ね、そ こでの賀川の貧民への献身的奉仕活動に胸打たれている。森本は貧民








森本の上海 日本人YMCA夏 期講座 の実態については、『民國日報』な どの中
国の新聞等 には記載がな く、上海 日本人YMCAの 機関誌 『上海青年』(1920
年9月 号)に 記されている。それによると、森本の講座題 は 「現代の経済 問
題」であ り、講演題 は 「新婦人の生命」、「生活の改造」、「婦人 と文化運動」で
くの




二十六日209人 二十七 日226人 二十八日183人
三十 日184人 三十一 日172人 計974人
とある。後半人数は減少 している ものの合計数はほぼ千名近 くに達 し、賀川
(1084人)と 成瀬(1100人)の 講座に総数で大差がない。『上海青年』に掲載
された筆名 「大陸生」の 「森本博士 に遇ふて」には、森本が北海道から上海に
到着 したのが八月二十五 日であると誌されている。また、森本の上海YMCA






まして昨 日無事歸任、直 に研究室に入 り、多忙な身 となりました。
森本の中国での活動期間は一 ヶ月程であ り、上海での講演を終 えた後、朝鮮
経由で帰国 していることが分かる。 この帰路は賀川 と同じであり、帰 日も一 日
違いで、二人が同伴して帰国したことが推測されるのである。その森本は、上
海での夏期講座の期間中に賀川 と共に孫文 と会談する機会をもっているのであ
る。東京賀川豊彦記念 ・松沢資料館 に所蔵 されている賀川豊彦の未公刊草稿 に、
この時の会談の経緯が記されている。
思い出すのは、大正八年(九 年、1920年 の誤 り)の 夏、私が孫逸仙氏をそ
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この会談 は、上記から今井嘉幸(1878～1951年 、法律家)が 、孫文に賀川 を紹
介 したことによって実現 したことが分かる。 また今井 も、賀川に孫文への紹介
くの
状を書いたことを回想録 に誌 している。そして森本は、賀川に同伴を依頼 して
孫文邸 に赴 き会談に同席 したのである。今井は神戸の労働組合運動における賀
川の同志で、大正デモクラシーの 厂普通選挙運動」の旗手の一人であった。




ことである。 その根拠は、賀川を寄宿 させた上海 日本人YMCA副 理事長松村
松次郎(住 友洋行支配人)が 『上海青年』に掲載 した随筆 「賀川氏 を宿して」
によると、厂賀川氏は八月十九 日正午頃当地 に着かれてか ら同廿八 日朝当地を
去るまで」 とあ り、それから会談が八月下旬に行われた ことが確定できるので
くぬ










支那及朝鮮問題に関する印象記 は、時を得て公表 し御批評を仰 ぎ度いと思
って居 りますが、兎 に角 「刀劍 と砲彈」「強い資本 と安い労力」を主 とし
て築 き上げた我植民地の文化は、母國に於 けると同様 に、目下行詰まりに
なって居る事は明 らかです。今後の発展には根本的に個性の開發に重きを
置いて、各自の能率 と幸福 の増進 を計 り、以て肚會 を改造す る事が、新時
代の切なる要求であると信 じます。
森本は、 ここで初めて中国 ・朝鮮に対する日本の侵略政策 を批判 し、各民族
の独立の必要性 を婉曲な表現である 「個性の開発」 を用いて主張 しているので
一25一
ある。また、彼は 『苦悶の経済生活』 において、"支 那 にも民衆の醒 める時が
必ず来ると信ずる"と 中国人民の覚醒を予言しているのである。森本は、貧民
窟で賀川に纏い付 く子供達の姿に感動 しているように教育者であって、人間は
平等に個々の能力を持 ちそれは教育 によって開発 され得るもの と確信 し、中
国 ・朝鮮民族 を劣等民族 とする差別を否定 していたのである。
森本は、彼の著作を見 る限 り、1920年 以後の数度にわたる中国旅行 を通して、
日本の中国への侵略政策 に対して批判 を強めていったのである。彼のような中
国問題認識 をいだくことが出来た知識人が大正期 にどれ程いたか と考 える時、
森本の存在 は吉野 ・賀川 と同様に日中友好の歴史のうえで評価されるべきであ
ると思われるのである。
第二章、孫文 と森本厚吉
森本厚吉は、賀川 と同様に吉野作造の推薦で1920年 の上海 日本人YMCAの
夏期講座の講師として訪中し、賀川 と共 に上海 日本人YMCAの 夏期講座の講
壇 に立ち、同じ視察経路を経て同時期 に朝鮮か ら帰国している。賀川の帰国は
9月15日 で、森本の帰国は9月16日 と、ほぼ同時に帰国 している。訪中の際、
森本は、賀川の組合運動の同志今井嘉幸の紹介で、賀川 と共 に、孫文 と上海の
仏蘭西租界の邸宅で会見する機会をもった。森本 は、それ以前、中国 との接点
を持っていなかった。彼 は中国語を話せなかったが、孫文 は彼等に英語で熱 く
語ったというのである。森本は、その後 も孫文 を"支 那最大偉人の一人"と 尊
くユの
敬 していた。孫文は、会談の中で初対面の彼等に対 して、日本への信頼が裏切
られたことと、 日本政府 と軍閥 に対する不信感 を吐露 し、両国の平和をもたら
す為に直ちに不平等条約を撤廃 し、軍事的経済的侵略 を停止することを忌憚な
く訴 えている。
その孫文の指摘 は、森本 と賀川にとって、日本の中国への罪過 を突 きつけら
れた様 なもので、その話が二人 に与えた衝撃は彼等の中国問題認識に大 きな影
響 を与えているのである。
森本は 『苦悶の経済生活』 において、孫文への尊敬の念を込めて彼 を回顧 し
一26一
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おラ
て い る 。
今 はもう亡き人であるが、孫氏 は稀 に見る偉人であった。八年前において
述べた彼の意見が今 日漸 く力強 くなって来た。上海の支那人が重大視 して
いる當面の問題は、要するに、 自主權恢復である。外人の特權 を廢 し、各
種の國際関係を平等の地位に立て直そうとするのである。
森本 は、孫文の言葉 を是として日本が中国に対する不平等条約 を放棄 して、
日中友好 に政策を転換すべきであると主張 しているのである。 この孫文談は、
森本一人が聞いたのではな く、賀川豊彦 も同席 して孫から同 じ話 を聞いている
のであった。





云ふのに日本人で信頼ので きる政治家 は桂一人だ、…それは私 と同行 して、
倶に話を聴いた証人 もあることである。(傍 線は筆者)
賀川 は、1935年 に米国基督教連盟の招 きで渡米 し、協同組合運動等の指導を
お こない、 ミネソタ大学で講演 をしている。話の中で、賀川 は 「私 と同行 して
倶に話 を聴いた証人がいる」 と語 り、孫文会談の場 に同席者がいた ことを付言
している。文中の 「同行 して倶 に話を聴いた証人」 とは、森本厚吉である。賀
川は、名前は挙げていないが、 さらにもう一人同席 した人物がいた という。元
上海 日本人YMCA牧 師の池田鮮氏によると、中日組合教会牧師の古屋孫次郎
(1880～1958年)も 、森本 と同様の孫文談 を友人に語 っている。 これからする
くユの
と古屋が同席 していた可能性がある。 しかし、古屋孫次郎が同席 していたと断
定する彼自身の手になる記録 は存在 しない。




孫逸仙氏 に會ふ とこんなことを云ふて居 りました。 日本 は朝鮮のためにと
云ふて支那 と戰い、支那の為 と云ふてロシア と戰ったが、それは口實で今
日は略奪者になって居る。
一方、森本 は 『大阪朝 日新聞』(1920年9月16日 号 夕刊)の 「孫氏 と桂公一




日朝、關釜聰絡船 にて下関に歸来東上 した り。博士 は上海にて孫逸仙氏 を
訪ひ最近彼の抱持せる對 日感情 を聴取 し来 りた りとて語って曰 く、
最近孫逸仙氏の日本に対する態度は、全然排 日主義 を以て凝 り固 まり。
予 と面会せ し際の如きも之を斷言 して憚 らなかった。彼の語る処に拠れ
ば、彼の親 日主義は故桂公在世時代 まで ゴ、公の歿後 日本 に彼 と倶 に時
事 を談ずるものなきのみならず、其後の對支政策 は總て支那 を害するも
のばか りであると明言 して、日清 日露兩戰後に於 ける日本の對支政策 を
罵倒 し是れ領土侵害内政干渉なりとて盛に日本 を呪って止まなかったが、
最後に彼は日支兩国の為に斯 くの如 き對支政策は却 って日本の将来 を誤
るものなりと斷案を下 し、其の改善策 として彼の信条を披瀝 し 「要する
に日本は在来の方針を棄て彼の所謂支那人心、南洋土地の大策…曾ち支
那 に対 しては宜 しく領土的野心を棄てa、 人心の収攬に勗むるを期 し、
其の代わ り南洋に向かっては盛んに領土の擴張 を圖るべしと」云ふにあ
りて、彼は其大策の下に日本は遼東半島 も臺湾 も青島 も支那に返還 して
兩國の平和 を實現すべしと極論 したるが、彼の此の論は彼の最 も親炙せ
る故桂公 より得たるもので、彼は桂公より臺湾 も遼東半島 も一時的の占
領で相当期間経過の後、日本は必ず支那に返還すべ しとの言質を取 って
置いた と言 って居った。斯 くの如 く彼は日本 を排斥 すると同時に最近猛
一28一
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烈に排英主義を唱え、米國に近寄 らんとして居 るようであった。彼の勢
力は最近非常に衰へた というがまだまだ南方に於いては一の底力ある勢
力 を握 って居るのは事實であるから、彼の排 日主義 は南方一般に大いな
る影響 を齎さないでは置 くまいと思ふ、云々。(下 關電話)
この森本の談話記事からは、孫文が過去の日本 に対する信頼を裏切 られ、そ
れが不信感 に変わった怒 りの現場での口吻さえも感 じられるのである。また、
彼は同様 の談話を 『読売新聞』(1920年9月17日 号)に も、帰朝談 「孫逸仙氏
くゆ
排 日を公言 して憚 らず」 として発表 している。つまり、森本 は、日本帝国主義





那人心 ・南洋土地を標語 とすべ きであるのに、日本は軍國主義により支那
の眠ってゐる間にその領土 を奪取 し、支那の人心を取 る事 に失敗 した。故
に支那の土地 を凡て返却 し、 もって支那の人心 を捉へ ることが日本の為に
最 も有利な政策である。その上で支那 と協力 して南洋の土地を利用するな
らば、必ず東洋の平和 と進歩を實現する事が出来る。即ち日支親善によっ




取 り分 け、森本 の告 白した孫文 の談話 で注 目され るの は、孫文が大正 二
(1913)年 二月に来 日した際、「大正 の政変」で失脚 したばか りの桂太郎 と会
談し、今 まで暴かれることのなかった密約 を結んでいたことである。 この密約
は、桂 と孫の会談に通訳 として立ち会った戴季陶によって も公表 されることな
く、桂の死 とともに憶測 を孕みつつも知 られることはなかった。
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ただ、森本の談話が真実であるとすれば大変な問題を提起 した ことになる。
前首相桂太郎が孫文に日清 ・日露戦争で中国から獲得 した台湾 と遼東半島を時






桂 の口約束 を信頼 し彼を尊敬するようになったことは疑いない ところである。
戴季陶の 『日本論』には、孫 と桂の会談が二回で、延べ時間が十五 ・六時間に
くゆ










の で あ る。
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そして、孫文が不平等条約撤廃のための日本人の協力者 として期待 した、中
立的立場 に立つ民主主義者の中に、森本 と賀川が含 まれることは十分予想 され
るところである。 それ故、孫文 は、森本 と賀川に中国人民の立場か らの日本の
侵略政策 に対する警告を熱 く語 ったのであろう。
また、森本 は、会談から八年後に記 した 『苦悶の経済生活』(序 文は1928年)
のなかに、 この頃の孫文が従来の民族資本家 と秘密結社、軍閥を基盤 とした革
命路線 を転換 して、それを労働者 ・農民からなる民衆的要素のなかに見いだし、
くゆ




働 を有益に利用 しうるやうになったならば、その時 こそ支那 にも産業革命
が起 るであろう。それはただ時の問題に過 ぎない…」 と。
ところで、藤井昇三氏は、孫文の1920年10月 の宮崎寅蔵宛書簡 を取 り上げ、














森本は、孫文 との出会いの翌年に自らが創刊 していた雑誌 『文化生活』に吉
野作造 ・有島武郎 と連名で 厂私共の主張」を掲載 し、日本の朝鮮 ・台湾 ・満洲
での軍閥支配 を非難 し"軍 国主義 で築 きあげた我国の文化は不具 の文化であ
く　の
る"と 論 じている。一方、孫文 は賀川 と森本 に語った 日本の軍閥への批判を
屡々新聞記者にも語っている。例 えば 『大正 日日新聞』(1920年1月1日 号)
ゆ ラ
の 「支那人の日本観一支那前大総統孫逸仙談」がそれである。つ まり、孫文は
賀川 ・森本以外で も日本の侵略主義への怒 りを日本人に対 して吐露 していたの
である。 日本側で も、吉野作造は二人の旅立ちの前月に東京御殿場の夏期学校
で 「支那 と朝鮮 と日本」 と題 して人道的外交 を鼓吹し軍閥を攻撃する講演をし
くゆ
ている(『吉野作造 日記』)。それからす ると、孫文にとって吉野が信頼 してい
た森本 と賀川は、忌憚な く自分の思いを言い得 る相手だったのか もしれない。
そして、賀川 と森本は、孫文 との会談 を通 じて、吉野作造の境地 と同じ中国 ・
朝鮮人民の立場 に立つ認識 を抱 くようになる。 そこで森本 は 「私共の主張」に
くゆ
おいて日本の朝鮮併合を批判 して以下のように述べている。
あれ程澤山の金を掛 けて、非常な苦心 をして併合 し得た朝鮮でありながら、
假令領土は我國のものであっても、今尚ほ其人心を得 ることが出來て居な
いのである、故にかかる併合は決して成功 した と云 う事は出來 ない。否朝
鮮許 りではない、臺湾 に於いてさへ未だに土人の人心を我國は得て居ない
のであ ります、満洲の我植民地 に行っても其通 りであ り、又米國其他に於
いても同様であります。今 日迄 日本の海外膨脹は ドシドシ武力で征服 して、




森本は、賀川 と同様に孫文の言葉 によって日本の大陸侵略の非道 を認識 し、
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上海か らの帰国後、日本の帝国主義的侵略政策を批判するようになるのである。
その後、彼 は日本人にとって曾て正義の戦 とされていた 日清戦争 ・日露戦争を
も侵略戦 争と位置づけ、第一次世界大戦での独領であった山東半島への出兵を
侵略に過 ぎない と言い切 るのである。 また、森本 は辛亥革命以後の日本政府の
くヨの
節操のない中国懐柔策を痛烈に批判 している。
之(朝 鮮支配)と 同じ様な失敗 は支那で もやった。支那では何 をやったか
と云へば先ず支那の中心勢力はこの邊だろうと思って初め袁世凱を助けた。
けれ ども袁世凱がどうしても我々の云 うことを聴かない云 う段取 りになる
と、南方の革命黨に同情を表 した。其後 また北に転 じて段旗瑞を大に援助





の 「西原借款」の強制、 という矛盾に満ちた道義なき日本の中国政策から生 ま
れた中国人民 による排 日・反 日感情の芽生えを指摘 している。森本は孫文 との
会談 と現地視察を経て、森本の中国 ・朝鮮 ・台湾 ・満洲を見 る立場は、中国の
人民の立場 に立つようになっていたのである。 また、彼は帝国主義 と軍閥の搾
取によって蔑まれ卑 しめられた中国人民が教育の普及によって必ずや再生する
であろうと論じている。彼 は 『苦悶の経済生活』 において次のように断言して
ゆ 　
い るの で あ る。
支那 にも民衆の醒める時が必ず来ると信ず る。…。人種の差別 は絶體的の
ものではない。それは主 として教育の如何 によって生ずるものである。…。




か ら生 まれでて彼等が主体的に成 し遂げる と考えていた。彼は、 ソ連 の中国へ
の影響 には否定的であり、『文化生活』(1921年 刊)に おいて、「外国(ソ 連)





していたのである。彼のこの中国問題認識 は、孫文が森本 に切々 と日本政府の
植民地政策の非を指摘 し、 日本政府への不信感 を吐露 したことよっているので
ある。森本は帰朝直後 『上海青年』 に、"支 那及朝鮮問題 に関す る印象記 は、
時を得て公表し御批評 を仰ぎ度いと思って居 りますが、兎 に角 「刀剣 と砲彈」
「強い資本 と安 い労力」を主 として築 き上げた我植民地の文化 は
、母国に於 け




森本厚吉 に思想的影響 を与えた人物 は、基督教では内村鑑三 と新渡戸稲造で
あ り、民主主義思想では吉野作造であ り、孫文 は彼に中国問題への認識を目覚
めさせた人物であった。森本は、孫文 を評 して"孫 氏 は稀 に見 る偉人 であっ
　ヨリ
た"と 語っている。森本は、孫文の言葉 を当時の政情に照 らして大局的に理解
し、あるべき中国政策の構想を 『文化生活』、『苦悶の経済生活』などの著書で
披瀝し、世論の力を借 りて日本政府が中国に対 して速やかに友好的な行動を取
ることを促 しているのである。彼によると、「兵力に依 って對支問題 の解決を
図った我が従来の政策は確かに成功ではなかった。我 らは大いに考慮 を深 くし
て、将来我が國民活動の地であるべ き支那か ら排斥 を受けないや うにつ とめね
ばならぬ。」 と提言 されているのである。森本 は、日本人 は中国での数々の侵
略行為を恥 じて、それまでの中国政策 を転換 して中国人民への救済政策 を行 う
くヨの
べきであると主張しているのである。 また森本は、中国人民 による排 日運動の
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高揚 を懸念し、 日本 は早急に中国との間に平和条約を締結すべ きであり、日本
が中国で行使 している、領事裁判権 ・外人任命権 ・海関及び塩税管理権 は破棄
くヨロ
すべきであるとの考えを披瀝 しているのである。彼は 『文化生活』の 「はしが
き」において、日本の政治を批判 して 「ブルジョワ主義 と軍國主義で築き上げ
た文化が斯 くも行詰 になって仕舞ふのは何 も不思議な事ではあ りません。」 と
くヨの
語ってい る。
森本厚吉ほど、孫文の言葉 を真摯に受 けとめて日本人に中国の人民 と対等の
立場で向 き合うように訴 えた人物はないであろう。彼のいう、真の日中間の人
民の 「文化生活」 とは両国が友好関係 を樹立 し、その うえに実現されるべきも
のであったのである。
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